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Abstract :-The Upper Jurassic molluscan fauna was discovered from the basal part（?）
of the Doganaro Formation of the Shimanto Belt, at ａ locality, 300 m west of Taino-
kawa of Aso, Susaki City, Kochi Prefecture. 15 bivalve species. ２ gastropod species
and one polychaeta species occur in this fauna. Almost species had already been described
from the Upper Jurassic formations at the several localities of central Kyushu, central
Shikoku and northeast Japan.
１
は　じ　め　に
四万十帯堂ケ奈路層は，高知県須崎北方の仏像構造線の南側に沿って，ほぼ東西方向に分布し，砂
岩・泥岩を主とする中生界である．
　本層は，見かけ上，北方上位の北傾斜を示す単斜構造をなしており，その中部（Ｂ部層）から上
部（Ｃ部層）にかけて，゛鳥ノ巣式石灰岩″をブロック状に挾在していることが相当以前から知ら
れており，また近年になっては，四万十帯のなかでは，浅海一汽水生貝化石を多産することがよく
知られるようになった（甲藤・田代, 1978).
　今回報告するジュラ紀貝化石は，筆者らの１人（申藤）のもどに寄せられた地元の北岡由之氏
（土佐市）による採集品を，共同で研究したものである．
　その産地は，須崎市吾桑西方鯛ノ川のさらに西方であり，この地点は，堂ケ奈路層下部（Ａ部層）
の分布域の中で最も南側にあたり，見かけ上，下部層の基底部にあたる．その南側は半山層と接す
るが，その接触関係は露出不良のため明らかでない．また鯛ノ川（本化石産地よりやや上位）から
は，゛領石型汽水生貝化石″（実際には熊本県の川口層や山口県の吉母層，大分県の山部層の汽水
生貝化石フォーナに近い）を産する事で知られている（甲藤・田代, 1978).なお，地質図・柱状
図については，田代・他(1982)を参照されたい．
２　化石の産状と岩相
　化石産地の岩相は極細粒砂岩～シルト岩で，多数の細かい炭質物を含み，完全に原形をとどめた
シダ植物片も含まれている．また，シルト岩はかなり石灰質であり，岡村真氏（高知大）の鑑定に
よると石灰質ナンノ化石も含まれている．
　大部分の二枚貝は両殻を閉じたままの状態で採集され，一般は極細粒砂岩には, Pinna,0がｓ，
Ｎｅｏｂｕｒｍｅｓiaすぶどが含まれ，シルト岩には,Entolium, SeΓρ?ａなどが含まれている．
　産地は一地点ではなく，その周辺の数地点から広く採集されている．これらの含化石砂岩・シル
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図１堂ケ奈路層の大型化石産地図
　Ｊ：ジュラ紀化石　ａ：アプチア
¨ンのアンモナイトおよび二枚貝
｀　ｂ：バレミアンのアンモナイトお
　よび二枚目　ｒ：　゛汽水生二枚貝
　（オーテリビアン？）h :Hayami
　and Kawazawa, 1965によるア
　プチアン～アルビアンの二枚貝産
　地，竹ノ川付近では筆者らも確認
　（アプチアン型二枚貝）I:半山層
　ア･ン宅ナイト　破線：仏像構造線
　長破線：推定断層　地形図は国土
　地理院発行2500分の１（須崎）
図2　1982の田代・他　公表の地図
　にジュラ紀化石産地（Ｐ）を示し
たもの．なお，地質図は部分的
　に改正する必要があり，現在準備
　中である．
ト岩は比較的不規則な互層であり，砂岩とシルト岩の境界は漸移的である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　産　出　化　石
同定可能な種は表１に示した14種の二枚貝と多毛類１種であるが，あとは所属米決定の巻貝２種と
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二枚貝１種がある（表１参照）．
　これらの化石の中で, Neob『mesia iwakiensisは種名の通り福島県相馬の中ノ沢層の上部から
知られ，近年では熊本県のエビラセ層（上部ジュラ系）からも報告されている(Tamura, 1960 ；
1984).またＳｅｒｐｕla（Ｔｅtｒａｓｅｒｐｕla)quadricarinataはTamura (1980)により，熊本県
の水上村の神ノ瀬帯ジュラ系から記載されている．その他の13種は，熊本県の秩父帯坂本層（ジュ
ラ系）から記載されていて(Tamura 1959 a ；1959 b ； 1959 c ), Aequφecten uiilgaris,A.
んｏ£s岫ａ他８種は，高知県の秩父帯鳥ノ巣層群からも記載されている(Kimura 1951).また，
Pleuromya punc£ostriae, Pinna cf. ｍ価sなどは，相馬の上部ジュラ系からも知られる
(Tamura 1959 a ）（表１の右側欄参照）．
　前述の熊本県の坂本層の化石産地は，白亜系海浦層の下位より約100 m付近からの，坂本層
では比較的上部の暗灰色シルト岩に，堂ケ奈路の場合とよぐ似た産状を示している．また相馬の化
石産地では，中ノ沢層の最上部付近から知られている産地の化石種との共通性が高.い(Tamura
1960).熊本県の水上村付近のジュラ紀化石産地は，゛三宝山帯″の南半部に分布するジュラ系に
あり，堂ケ奈路層とよくにた地質構造的位置関係にあるが，ただし，ここでは仏像構造線の位置は
このジュラ系よりもさらに南側におかれている(Tamura 1980；1984).
　佐川地方の鳥ノ巣層群では，谷地層産の種と共通するものが堂ケ奈路層の種に多いが，長竹帯の
鳥ノ巣層群の化石種とは異なっている．
　時代決定に有効な化石は出ていないが，この堂ケ奈路層のみかけ上最下部あるいは基底部の化石
群は，以上述べた熊本や相馬のフォーナと比較して，おそらくジュラ紀末期フォーナであると考え
られる．
Ｋ Ｔ Ｓ
Nuculanasp･, cf. N. (Praesaccella)yatsushiroensis Tamura
Cosmetodoれsp., cf.、Ｃ.抗和tvs(Tamura)
Catella(Tonれosvicatelld) kumamotoensis Tamura
Entnli･um yatsujienseKimura
Somapecten kamimaneれsis(Kimura)
Ａ問uipectenひulearis(Kimura)
Aeauipecten kotsubu(Kimura)
Opis (Coelopis)lanourensisTamura
Eomi･odつn kumamotoensis Tamura
Pleurom芦師範ctostnaeTamura・
NeofaitrmestQ iwakiensisYabe et Sato
CnrhulnＳｐ･，ｄ．C. elobosa Tamura
PinnnSp･，d.P mitt･sPhillips
Plicatura Sp･，Ci. p. yatsuiienseTamura
Seゆ?α(Tetraserpula;) sp., cf. 5. (7で)aua&ricarinata Munster
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表１：産出化石リスト
　　Ｋ：熊本県産種と同種
　　Ｔ：高知県産種と同種
　　Ｓ：相馬産種と同種
124 高知大学学術研究報告、 (1985)自然科学
　　　　　　　　　　　　　　　　４　白亜系堂ヶ奈路層との関係　．
　このジュラ紀化石産地よりも見かけ上やや上位には，゛汽水生二枚貝化石″Eomiodon ma£sumo£oi,
＆l加りellia (Ｂａｆｅｅｕｅｌｏｉｄｅｓ）ｖｏｓＫｉｍｏｅａｓiｓ,Pulsiぷｓ ci.　Ｔｕｘｇａtｏｅｎｓiｓなどが出ている（甲藤・
田代, 1979).これらの化石は，山口県の吉母層群や熊本県の川口層に知られる(Ohta, 1973 ；
1974).また，£. matsumotoiは大分県の山部層や熊本県の海浦庖にも報告されている（太田・
門司, 1976 ； 太田・田中, 1981).
　この゛汽水生二枚貝フォーナの地質時代は，川口層や山部層の上・下位にある海成層産アンモナ
イトにより推定することができる．例えば，川口層の上位の八竜山層からはUpper Hauterivian
を示す数種のアンモナイトが出ており（松本・他, 1982),山部層の下部層からはBerriasian
を示すアンモナイトBerriasella aff.μ2£?αが. Noda (1972)により記載された．また，
堂ケ奈路層のこのヽ汽水生二枚貝フォーナ’の上位には，秩父帯白亜系の物部層・羽之浦層・石堂
層の貝化石に共通，あるいは近似するフォーナが存在（甲藤・田代, 1978)し，またアンモナイト
Ｐｓｅｕｄｏｈａｐｌｏｃｅｒａｓcf. Zφ£orienseも出ている（田代・他, 1982).
　以上のことから，堂ケ奈路層下部（Ａ部層）の汽水生二枚貝フォーナは, Berriasianよりも若
く, Hauterivian後期よりも古い範囲内にあり，秩父帯白亜系の領石層およびその相当層にほぼ
対比できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
　鯛ノ川付近から小浜付近の地層の露出は非常に悪く，連続した地層としてはほとんど観察できな
い．鯛ノ川西方のジュラ紀化石産地や鯛ノ川の汽水生貝化石産地や小浜の下部白亜系浅海生貝化石
の産地は，いずれも第２図のように堂ケ奈路下部（Ａ部層）の分布地域内にある．それらの岩相は，
いずれも植物片を多量に含んだシルト岩や極細粒砂岩・中粒砂岩の不規則な互層である点，たがい
によく似ているが，汽水生貝化石や下部白亜系浅海生貝化石を含む部分のシルト岩は，ジュラ紀化
石産地のシルト岩とはやや異なり，比較的石灰質に乏しい．この地域で.ジュラ系と白亜系との間
に極だった境界を示す構造的あるいは堆積的な地質現象は見当たらない．このジュラ系が，下部白
亜系中にブロック状に混在していると考えるには，そのジ４ラ系の岩相が比較的広範囲に認められ
る事（ｲﾋ石の産状などから）や，白亜系との岩相がよく似ている事から，困難であると思われ，む
しろ，これらは，ジュラ系～下部白亜系の連続層と考えた方が適切であると思われる．
　侑本県の坂本層と海浦層の境界や，大分の山部層の下部の浅海層から上部の汽水成層の境界には，
いずれも顕著な不整合や断層は認められないように，堂ケ奈路層の基底部のジュラ系と下部層（Ａ
部層）主部の下部白亜系の間にも同様の関係があるのではあるまいかと思われる．
　堂ケ奈路の中部（Ｂ部層）では，その下層部からは大分のBarremian Mlと共通する二枚貝が
産出していて(Hayami and Kawazawa, 1967 ；田代, 1985),最上部付近からAptian-Albianを
示す二枚貝(Nei£hea ｍα£sumo£oiなど）やAptianを示すアンモナイト　Ｃ加lloniceras aff.
feilia几i（松本・高橋, 1982 ； 田代・他, 1982)が産出している．二枚貝の多くは殼を閉じたまま
の標本として得られるので，ほぼ現地生のものと思われる．
　この中部（Ｂ部層）の化石産地付近の岩相は，下部（Ａ部層）よりもやや規則的な砂岩・泥層の
互層で，含化石眉の下位には，やや規模の大きなスランプ相が観察される．個々の岩体は，いずれ
もＡ部酒の岩相と大差なく，一般に植物片に富む岩相を示し，産出化石ではＰｌｉｃａtｕlaや
Ｏｓtｒｅａ類が多い事から，極浅海成の堆積物である事が推定される．また，この中部に混在する鳥
ノ巣式石灰岩は，これら白亜系貝化石を含む岩体の中にブロック状に挾在していると思われる．お
そらく，この中部（Ｂ部層）も，下部（Ａ部層）から連続した一連の浅海成堆積物であると考えた
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方が最も適切であり，石灰岩ブロックは，おそらく，オリストリスとして取り込まれたものと思わ
れる．
　堂ケ奈路層の上部（Ｃ部層）では，岩相は下位のものとは幾分異なり，暗灰色頁岩が厚く発達し，
石灰質ナンノ化石を含む（田代・他, 1982)が，まだ大型化石の報告はない．なお，本部層は，見
かけ上，中部（Ｂ部層）より上位にあたるため便宜上，上部（Ｃ部層）として取扱かっている（甲
藤, 1981).
５　堂ヶ奈路層の構造的位置
　最近，筆者らの１人（田代）は，秩父帯下部白亜系を，黒瀬川構造帯を挾んで北側に分布する物
部川層群と南側に分布する南海層群の２大層群に大別した．その,中の南海層群は，下位の゛ジュラ
系″鳥ノ巣層群とは整合，あるいは非整合関係にあるとして，南海‥鴎ノ巣両層群は同一堆積盆に
連続した地層群である可能性を述べ，四万十帯の堂ケ奈路層は，その岩相やフォーナを構成する貝
化石の類似から，南海層群との関係が強く，両者の関係は，三宝山帯の山体を挾んで，南海層群が内
海的，堂ケ奈路層が外海的要素を持つフォーナで，各々特徴づけられていると考えた（田代･1985).
　一方，物部川層群は，南海層群や堂ケ奈路層とは岩相やフォーナを異にした北方型（南海層群に
対して）の地層群であり，両層群は黒瀬川構造帯を中心に起った前期～中期白亜紀の左横ずれ断層
運動によって，ほぼ現在位置で対峠していると推測している（田代, 1985).しかしながら，仏像
構造線の南側では，これまでには南海層群の下位の鳥ノ巣層群に相当する地層が発見できなかった．
　もし本研究の堂ケ奈路層基底部のジュラ系が，その上位の白亜系と連続しているとすれば，これ
がその１つの論拠としてあげられる可能性が大きい．このジュラ系の化石が，相馬や熊本のジ４ラ
系の最上部付近に産出する種と共通する点でも，堂ケ奈路のジュラ系と鳥ノ巣層群が同時異相であ
る可能性を強く支持している．
　堂ケ奈路層のジュラ系と鳥ノ巣層群の１部が対比できるとすれば，堂ケ奈路層は，秩父帯の鳥ノ，
巣層群や南海層群のオリストストローム，あるいはナップなどを考えた方が良いのかもしれな1いが，
筆者らの考察では，南海層群のフォーナは内海の遠浅の海浜に生息する貝化石で特徴づけられるの
に対し（田代, 1985),堂ケ奈路の白亜系は外海の沿岸岩礁性の海浜に特徴的な貝化石フォーナを
有することやト秩父帯の鳥ノ巣層群の貝化石フォーナ（四国における，例えば，谷地層や長竹帯の
ジュラ紀貝化石と比して）に対し，堂ケ奈路のジュラ系フォーナは，極浅海の外洋生貝化石で構成
される事から，既述のオリストストロームやナップ説を取るには説得力を欠く．
　従って堂ケ奈路層は，おそらく，三宝山帯の山体の南側に拡がった浅海一汽水成を代表するジュ
ラ紀末から前期白亜紀（ただしAlbianの確証はない）にわたる極浅海の陸棚堆積物を含む地層
であると思われる．
６　お　わ　り　に
　これまで四万十帯で見出されてきた白亜紀以前の確実な古生物学的資料は，堂ケ奈路層や半山層，
あるいは中村層の中にオリストリスとして混在する鳥ノ巣式石灰岩や三宝山層群型の石灰岩をのぞ
けば，純海洋性の放散虫化石のみであり，それら.はほとんど，メランジエ帯（後期白亜紀）を構成
する岩体か，あるいは，オリストリスまたは疎岩の１構成メンバーとして堂ケ奈路層上半部に見出
されたものであった（平・他, 1981；青木・田代, 1982).
　仏像構造線の南側に分布し，見かけ上四万十帯の構成メンバーとして存在し，かつ，極浅海ある
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いは汽水生フォーナで特徴づけられ，しかも，四万十帯の構成メンバー中の最古の岩体と考えられ
るこの堂ケ奈路層およびその基底部付近のジュラ系の存在は，四万十帯の形成史を考える上にも，
また，秩父帯ジュラ～白亜系の形成史を考える上にも極めて重要な資料を提供していると思われる．
　また，堂ケ奈路のジュラ系と同時期のスロープ堆積物や海洋底堆積物も，おそらく三宝山帯の南
側に存在していた可能性が考えられるが，堂ケ奈路の白亜系部分はおそらく半山層や須崎層の１部
がそれにあたるとしても，両層にはジュラ系は確認されていない．１つの可能性として，時代未決
定の新土居層およびその相当層（いずれは半山層の北側に分布する）が考えられる．
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図　版　説　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　版　説　明
Figs. 1 and 2:　Ａｅｑｕφｅｃtｅｎｕｕｌｇａｒiｓ(Kimura)
　　　1:右殻内型×２．２：右殼（９）内型×4.
Figs. 3 and ４ごＥ几tｏＵｕｍｙａtｓｕjienｓｅKimura
　　　3:右殼（？）内型×４．４：右殼（？）内型×３：左方にシダ植物の葉片あり
Fig. 5: Ａｅｑｕｉｐｅｃtｅ几反ｏtｓｕbｕ(Kimura)
　　左殼外型×3
Figs. 6 and 7: Ｓｏｍａｐｅｃtｅｎ ｋａｍｉｍａｎｅｎｓiｓ(Kimura)
　　6:左殼×１．７：左殼×I
Fig. 8: Ｎｕｒｊｉｌｆｉｎｎ.ｓp･， aff. Ｎ.（Ｐｒａｅｓａｃｃｅｌｌａ）ｙａtｓｕｓhiｒｏｅｎｓi Tamura
　　右殼内型×4
Fig. 9: Pi几几ａ ｓｐ･， cf, p.mi±iｓPhillips
　　左殼外型×I
Fig. 10: Ｃｏｓｍｅtｏｄｏｎ sp., cf. C八nflatｕｓ（Ｔａｍｕｒａ）
　　左殼×1.5
Fig. 11: Ｃａtelln( Torinosuca£ella) kumamo£oensis Tamura
　　左殼×1.5
Fig. 12:　Ｏｐ iｓ（Ｃｏｅｌｏｐｉｓ）tａｎｏｕｒｅｎｓi Ｔ８°ura
･，
　　右殻χ2.5　　　　　　　　　　　　　　　，●
Fig. 13 and 14: Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａ（?) sp.　　　　ヶ
　　13:左殼）（２： ．　１４： 背面よりみた両殻）（･,2
Fig. 15, 16 and VI: Ｅｏｍｉｏｄｏｎ ｋｕｍａｍｏtｏｅｎｓ iｓTamura
　　15:右殼×2 . 16：右殼×2 . 17 ： 背面よりみた両殼×2
Fig. 18:　Ｃｏｒbｕｌａ ｇｌｏｂｏｓａ Tamura
　　石殻×4
Figs. 19, 20 and 21: Ｐｌｅｕｒｏｍｙａ ｐｕ几ｃtｏｓtｒｉａｅTamura
　　19:左殼×1.2. 20:右殼×1.2. 21 : 背面よりみた両殻×1.２
Figs. 22 and 23: ＮｅｏｂｕｒｎａｅｓiaiｕｊａｆｅｉｅｎｓiｓYabe et Sato
　　22:背面よりた両殻×1 . 23：左殻×1
Fig. 24， 25, 26 and 27: Ｓｅｒｐｕla（Ｔｃtｒａｓｅｒｐｕla）ｑｕａｄｒｉｃａｒｉｎａtａMunster
　　24, 25, 26, 27×4.いずれも上方より写す.
Figs. 28, 29. and 30: gastropods spp., gen. et sp. indet.
　　28:　×1 . 29, 30:同標本×１
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